
(57)【要約】

【課題】　この発明は、枚葉オフセット印刷機のインキ

ングユニットを用いて厚盛り印刷を行うことができる枚

葉オフセット印刷機の厚盛り構造に関する。

【解決手段】　この発明の枚葉オフセット印刷機の厚盛

り構造は、枚葉オフセット印刷機のインキングユニット

で版胴に接するインキ着けローラーの全部または１部を

粗面ローラーとし、版胴に取り付ける版を凸版として、

コーターユニットを用いず、インキ壺のキー入力により

盛量を調整した厚盛り印刷を行えるようにしたことを特

徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト で 版 胴 に 接 す る イ ン キ 着 け ロ ー ラ ー の 全 部
ま た は １ 部 を 粗 面 ロ ー ラ ー と し 、 版 胴 に 取 り 付 け る 版 を 凸 版 と し て 、
　 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 用 い ず 、 イ ン キ 壺 の キ ー 入 力 に よ り 盛 量 を 調 整 し た 厚 盛 り 印 刷 を 行
え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 粗 面 ロ ー ラ が 、 ゴ ム 製 で あ っ て 、 ６ ０ か ら ２ ０ ０ ｌ ｐ ｉ の 範 囲 内 の 粗 さ に 設 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 版 が 、 総 厚 を ０ ． ７ か ら １ ． ２ ｍ ｍ の 範 囲 内 の 合 成 樹 脂 製 の 凸 版 か ら な っ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト を 用 い て 厚 盛 り 印 刷 を 行 う こ
と が で き る よ う に し た 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 で は 、 イ ン キ 壷 キ ー を 最 大 限 開 放 し て も 盛 量 （ 塗 布 量 ） は
コ ー タ ー ユ ニ ッ ト に 及 ば な い の が 現 状 で あ る 。
　 現 在 、 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト に お い て は 、 図 ４ に 例 示 す る よ う に 、 チ ャ ン バ ー コ ー タ ー が 主
流 と な っ て い る が 、 チ ャ ン バ ー コ ー タ ー を 用 い る 場 合 に 、 イ ン キ や ニ ス の 盛 量 は 、 ロ ー ラ
ー の 線 数 （ 粗 さ ） の 変 更 で し か 調 整 が で き な い 。
　 そ の た め に 、 盛 量 の 調 整 に は 、 ロ ー ラ ー を 線 数 の 異 な る ロ ー ラ ー に 交 換 す る 必 要 が あ り
、 作 業 時 間 を 要 す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 ま た 、 従 来 の コ ー タ ー ユ ニ ッ ト 等 の 場 合 、 イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト と 版 胴 径 （ 外 周 ） の 差 異
か ら 生 じ る 印 刷 物 と の 見 当 の ズ レ が し ば し ば 問 題 と な っ て い る 。
　 ま た 、 タ ン ク 内 の ニ ス 及 び イ ン キ を 温 め る 為 、 イ ン キ 温 度 が 作 業 可 能 な 状 態 に な る ま で
の 準 備 時 間 を 要 し て い た 。
　 更 に 、 樹 脂 凸 版 か ら 紙 へ の 直 接 転 写 に よ っ て 印 刷 を し て い る た め に 、 塗 布 量 を 上 げ る と
印 刷 面 の 平 滑 度 が あ ま り 良 く な い 。 そ し て 、 イ ン キ の 塗 布 量 を 上 げ る 程 表 面 が 荒 れ て し ま
う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ５ ５ ６ １ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 主 た る 課 題 は 、 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を
用 い る こ と な く 、 イ ン キ 着 け ロ ー ラ ー を 粗 面 ロ ー ラ ー と し 版 を 凸 版 と す る こ と で 、 コ ー タ
ー ユ ニ ッ ト と 同 様 の 厚 盛 り の コ ー テ ィ ン グ や 印 刷 を 行 う 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構
造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、
　 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト で 版 胴 に 接 す る イ ン キ 着 け ロ ー ラ ー の 全 部
ま た は １ 部 を 粗 面 ロ ー ラ ー と し 、 版 胴 に 取 り 付 け る 版 を 凸 版 と し て 、
　 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 用 い ず 、 イ ン キ 壺 の キ ー 入 力 に よ り 盛 量 を 調 整 し た 厚 盛 り 印 刷 を 行
え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、
　 前 記 粗 面 ロ ー ラ が 、 ゴ ム 製 で あ っ て 、 ６ ０ か ら ２ ０ ０ ｌ ｐ ｉ の 範 囲 内 の 粗 さ に 設 定 さ れ
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て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 更 に 、 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、
　 前 記 版 が 、 総 厚 を ０ ． ７ か ら １ ． ２ ｍ ｍ の 範 囲 内 の 合 成 樹 脂 製 の 凸 版 か ら な っ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 で は 、 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と な く 、 イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト だ け で 同 様 の
コ ー テ ィ ン グ や 印 刷 の 厚 盛 り を 行 う こ と が で き る 。
　 そ こ で 、 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 印 刷 物 と の 見 当 精 度 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
　 ま た 、 コ ー タ ー ユ ニ ッ ト の 不 使 用 に よ り 盛 量 （ 塗 布 量 ） 変 更 作 業 時 間 、 作 業 準 備 時 間 、
清 掃 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 更 に 、 樹 脂 凸 版 か ら 紙 へ の 直 接 転 写 す る こ と も な い の で 、 平 滑 度 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 に 、 こ の 発 明 の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 の 好 適 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参
照 し な が ら 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 厚 盛 り 構 造 は 、 イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト で 版 胴 に 接 す る イ ン キ 着 け
ロ ー ラ ー の 全 部 ま た は １ 部 を 粗 面 ロ ー ラ と す る 。
　 図 １ は 、 公 知 の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 に お け る ロ ー ラ 配 列 図 で あ っ て 、 Ａ は イ ン キ 元 ロ
ー ラ 、 Ｂ は イ ン キ 呼 出 し ロ ー ラ 、 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｋ １ 、 Ｋ ２ は イ ン キ 往 復 ロ ー ラ 、 Ｆ は ラ イ
ダ ロ ー ラ 、 Ｄ 、 Ｅ 、 Ｈ 、 Ｌ 、 Ｍ 、 Ｈ Ｑ 、 Ｊ 、 Ｐ 、 Ｎ は イ ン キ 練 り ロ ー ラ 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ
は イ ン キ 着 け ロ ー ラ イ ン キ 着 け ロ ー ラ 、 Ｄ Ｔ は 水 元 ロ ー ラ 、 Ｄ Ｒ は 湿 し 往 復 ロ ー ラ 、 Ｄ Ｑ
は 水 着 け ロ ー ラ 、 Ｄ Ｂ は 渡 し ロ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 Ｗ 、 Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ の イ ン キ 着 け ロ ー ラ の 全 部 に ゴ ム 製 の 粗 面 ロ ー ラ を 用 い て い る
。
　 本 実 施 例 で は 粗 面 ロ ー ラ の 粗 面 を ６ ０ か ら ２ ０ ０ 線 （ ｌ ｐ ｉ ） の 範 囲 内 の 粗 さ に 設 定 し
て い る 。 こ こ で 、 ８ ０ 線 は ２ ０ ～ ２ ５ μ ｍ に 相 当 す る 。
　 ま た 、 図 示 例 で は 、 全 て の イ ン キ 着 け ロ ー ラ を 粗 面 ロ ー ラ と し た が 、 こ の 発 明 で は イ ン
キ 着 け ロ ー ラ の い ず れ か １ つ 、 ま た は 複 数 に 前 記 ゴ ム 製 の 粗 面 ロ ー ラ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 に お け る 胴 仕 立 て を 示 す 図 で あ り 、 版 胴 １ と 、 ゴ ム 胴 ２
と 、 圧 胴 ３ と が 順 番 に 並 ん だ 公 知 構 成 か ら な っ て い る 。
　 ま た 、 符 号 ４ は 、 圧 胴 ３ の 下 に 配 置 さ れ た 中 間 胴 （ ス ケ ル ト ン ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 版 胴 １ に 取 り 付 け る 版 １ １ は 、 通 常 の Ｐ Ｓ 版 よ り 厚 み の あ る 合 成 樹 脂 製 の 凸 版
を 用 い て い る 。
　 版 胴 １ に は パ ッ キ ン グ シ ー ト １ ０ を 介 し て 版 １ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 版 １ １ は 、 本 実 施 例 の 場 合 、 総 厚 を ０ ． ７ か ら １ ． ２ ｍ ｍ の 範 囲 内 に 設 定 し て あ る
。
　 そ の た め 、 通 常 の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 を 用 い る 場 合 に は 、 版 １ １ の 厚 み に 対 応 し て 版
胴 １ と ゴ ム 胴 ２ と の 間 隔 、 ゴ ム 胴 ２ と 圧 胴 ３ と の 間 隔 を シ ー ト を 貼 り 付 け る 等 し て 最 適 値
に 調 整 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ゴ ム 胴 ２ に は パ ッ キ ン グ シ ー ト １ ２ を 介 し て ブ ラ ン ケ ッ ト １ ３ が 取 り 付 け ら れ て
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い る 。
　 そ し て 、 前 記 版 １ １ と の 間 で 印 圧 ０ ． １ ３ を 生 じ 、 ゴ ム 胴 ２ と 圧 胴 ３ と の 間 を 通 る 紙 ５
と の 間 で 印 圧 ０ ． １ ５ を 生 じ る よ う に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 か ら 成 っ て い る の で 、 イ ン キ 着 け ロ ー ラ は 粗 面 を 有 し て お り 、 該 粗 面 が 版 胴 １
に 取 り 付 け ら れ た 合 成 樹 脂 製 の 凸 版 １ １ と の 組 合 せ で 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の イ ン キ ン グ
ユ ニ ッ ト で も コ ー タ ー ユ ニ ッ ト 並 み の 盛 量 （ 塗 布 量 ） を 実 現 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 通 常 印 刷 と 厚 盛 り コ ー テ ィ ン グ （ 印 刷 ） に お け る 版 胴 １ の 径 （ 円 周 ） が ほ ぼ 同 じ
で あ り 、 印 刷 物 と の 見 当 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 通 常 の オ フ セ ッ ト 印 刷 機 を 用 い 、 イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト だ け で コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 用 い る
必 要 が な い の で 、 盛 量 （ 塗 布 量 ） の 調 整 は イ ン キ 壷 の キ ー 入 力 に よ り 調 整 で き 、 ま た 準 備
時 間 を 要 さ な い 。
　 そ し て 、 こ の 方 法 に よ れ ば オ フ セ ッ ト 印 刷 と 同 様 に ブ ラ ン 転 写 方 式 を 用 い る の で コ ー タ
ー ユ ニ ッ ト の 直 接 転 写 方 式 よ り も つ ぶ れ が 良 く 、 平 滑 に 仕 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 実 施 例 で は イ ン キ 着 け ロ ー ラ や 、 胴 仕 立 て は 一 例 を 示 す も の で 、 こ の 発 明 は 上 記 実
施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 公 知 の イ ン キ 着 け ロ ー ラ の 構 成 や 、 胴 仕 立 て 構 造 に 置 き
換 え て 適 用 す る こ と が で き る 。
　 そ の 他 、 要 す る に こ の 発 明 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 種 々 設 計 変 更 し う る こ と 勿 論 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の イ ン キ ン グ ユ ニ ッ ト の ロ ー ラ 配 列 を 示 す 説 明
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 胴 仕 立 て を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の 枚 葉 オ フ セ ッ ト 印 刷 機 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の コ ー タ ー ユ ニ ッ ト を 用 い た 場 合 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 版 胴
　 ２ 　 　 ゴ ム 胴
　 ３ 　 　 圧 胴
　 ４ 　 　 中 間 胴
　 ５ 　 　 紙
１ ０ 　 　 パ ッ キ ン グ シ ー ト
１ １ 　 　 版
１ ２ 　 　 パ ッ キ ン グ シ ー ト
１ ３ 　 　 ブ ラ ン ケ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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